
国史跡の「石の宝殿」の膳力を広く細って頂く恵め

「横向きの石の神殿」の紙芝居を作りきし庵。

すでに多くの皆さんに 面白く、楽しく見て頂いています。

石の宝殿研究会

①おじいさんから

「石の宝殿がちゃんと立っとっ

たらこの辺は大きな部になっ

とったかも知れん」とよく聞か

されていました

音階

④山口県から滋賀県にかけて

約500個の石棺を造りました

世界遺産になった大阪の仁徳

天皇陵(大仙古墳)の石棺も

竜山石で造られたようです

⑦石は上の方から彫り込んで

いきます 昔の石工は岩の下

がきれいに割れていることを

知って横向きで造ってサイコに

立てることとしました

②昔むかし1700年も前は山

のふもと近くまで海でした

山あり、川あり、森があってこ

の辺りは大変豊かな土地でし

た

⑤各地のことが書かれた古い

ふるい書物「播磨国風土記」

が見つかり これには物部の

守屋の指示で大石が造られた

と書かれていました

⑧表面もきれいIこ仕上げまし

た ヨツコランヨと立てることで

1.4倍もの神殿が出来る予定

でした神殿の重さは約500

トンにもなります

③そんな昔から山では沢山の

石を切り出していました

王様や地方の豪膜のお墓の
石棺を造り 竜山石として日

本でも大変有名でした

⑥守屋は遠くからでもよく見

える宝殿山の大きなコプ石

で石の神殿をつくり回が豊か

で病籍も流行らない様お配り

しようと考えました

⑨ちょうどそのころ中国から

仏教が伝わってきました

金ぴかの仏像を見てピックリ

すぐに仏様を配ろうとする人

たちが出てきました



⑩昔から神様を配って来たの

で仏様なんか必要ないとする

人とよその国で大切に配られ

ている仏様を配ろうとする人

の間で争いがはじまります

⑱守屋が亡くなったために神

殿造りももう少しのところでや

めることとなりました

村人は横になった石の神殿を

大切に肥ることとしました

⑱さらに500年後の江戸時

代には庶民も旅行するように

罵蒜こ翳蕉荻語
順わいとなりました

石の宝殿「輝石」についこぼ誰が、いつ、何の為・ ・

と彊ぼかしiで 今までにも約4o名近くの学者の方々

がいろん頓説を述べられています。善の内のひとつを

紹介しているものです。

⑲そのころ全国でこわい病気

が流行り多くの人が亡くなりま

す守屋は「それ見ろ仏様を

配ったせいだ」と 川に仏様を

捨てたり寺を焼き払います

⑭それから500年後の平安

時代の末に立派な拝殿が建

てられます この地を治めてい

た平の清盛が建てたと思われ

ます

⑰現在では8つの氏子村が大

切に神社をお弼りしています

秋繁用二は神輿や屋台がでて

賑やかな祭りとなっています

【令和3年度高砂市「夢の代」補助金対象事業】

⑫ついに神様を配る人と仏様

を配る人の問で戦がはじまり

ますこの時守屋が敵の矢を

胸に受け亡くなります

⑯平の清盛は「京都の都は住

みにくい 播磨の地に都を移

そう」と考えていました残念 )

ながら源氏との戦が始まり都

は出来ませんでした

石の宝殿研究会はH29年了月発足、

石の宝殿周辺遺跡の魅力の再発見に

努め 出前講演や写真展、クイズラリ

ーなどPR活動を行っています。

発行者;石の宝殿研究会

080-4021 -9095

発行日;令和2年(2020)9月30日



④絵馬堂 文化13年(1816)以降の建築。市指定文化財

の算額のレプリカが掛かっており、本物は本社の中央の上

あります。備中井原の佐藤善一郎一門の算額は東播磨で

ここと稲美国安の天満神社の2つしかありません。

11霊岩

12夜燈;石灯諦

13玉垣

14山頂

15大ズワリ

16謁怠碑

(大正天皇)

1了句碑

(島津の姫)

18石灯篭1

19国史跡碑

20三の鳥居

21二の鳥居

22石灯篭2

23家紋石

24竜山1号墳

★ご神体の浮石に直接

触れることが出来ます。

しっかりパワーをもらっ

て下さい。

③詰所階段の上
の詰所は江戸時代

の末期に建てられた

ものです。

韓童 も使われます

⑧神輿蔵と⑨御旅折 神社境内 御旅

団聾謹・ニー闇因匿≒

\



11霊岩 下の面が座りキズで切れてい

ることが明確で、これを根拠に浮石制作に

かかったと推察される。パワースポットで

す。皆で押してみましょう。

12 夜燈〃石畑箭

島村の石工さん達が精魂込めて造った灯

寵です。一説には播磨灘を照らす灯台の

役目も担っていたとも言われています。

南、多木肥料、稲同工業、旅館など 当時

の有力企業の名前が見られます。

山間姫路城見れま葬轟萱詳

宝殿山山頂 明

代行幸の 〈碑

す。山頂の北

也
i
超
寒
い
駄
沖

相
国
嗣
副

博間柄割印割出丁で∵巾で「 7÷甲州句珊

5 大ズワリ(座りキズ) 末社の北の方

こ行くと 下の岩場と奥の岩壁が直角になって

ヽるところに出ます。岩が固まる時に出来る水

平方向の割れで、浮石をつくる前の状況を垣

間見ることが出来ます。

圃脳
晴
間

「7 姫様の句碑と腰掛岩 寛文の頃、

島津の姫様が12歳(7歳?)の時に丸石に

腰を掛けて和歌を詠まれた。 「たまにきて

またこむことの かたければ

の 石の御社(みあくら)」
なごり生石空車二薫

19 国史跡碑とおんびき蛙 三の鳥居

の下に国史跡碑とおんぴき蛙が出迎えてくれ

ます。採石場の棟梁が夢枕で「カエルを彫れば

商売繁盛する」と神様のお告げがあったとか。

16 大正天皇行幸記念碑 明治42年

皇太子の時、この地に陸軍の演習を観閲の、ノ
目的で行幸された。山裾の二の鳥居から石

段を登られ山頂まで行かれました。



特別編(石の宝殿)その1

この挿し絵はイラストレーター 川上真理子さんの好意で

地域の活性化のために、使用させていただきます。

著 者 川上真理子 使用者 石の宝殿研究会



特別編(石の宝殿)その2

この挿し絵はイラストレーター 川上真理子さんの好意で

地域の活性化のために、使用させていただきます。

著 者 川上真理子 使用者 石の宝殿研究会
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この挿し絵はイラストレーター 川上真理子さんの好意で

地域の活性化のために、使用させていただきます。

著 者 川上真理子 使用者 石の宝殿研究会
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嗣

この挿し絵はイラストレーター 川上真理子さんの好意で

地域の活性化のために、使用させていただきます。

著 者 川上真理子 使用者 石の宝殿研究会


